
（スライド１）

 オリンパスの笹です。

 ご多忙の中、オリンパス株式会社「2017年3⽉期第2四半期決算説明会」にお集まりいただ
き誠にありがとうございます。

 本⽇は、まず私からこの第2四半期決算の概要と、中期経営計画の進捗についてご説明しま
す。
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（スライド２）
 スライド２ページをご覧ください。

 まず上期実績としては、為替の影響が⼤きく、前年同期⽐では減収減益となりました。
 しかし、⾒通しに対しましては、費⽤管理を徹底した結果、営業利益以下の各利益が⾒通し
を上回る実績となりました。

 通期⾒通しについては、急速に円⾼が進んだ英国ポンドおよび中国元の為替を今回⾒直して
おります。

 これにより、売上⾼、営業利益等は業績⾒通しを修正いたしましたが、当期純利益は前回⾒
通しの⾦額を確保いたします。

 また、主⼒の医療事業においては、年間を通じて現地通貨ベースでの営業利益は前回⾒通
しの⽔準を達成してまいります。

 今年3⽉に発表しました中期経営計画（16CSP）の進捗についてもいくつか触れさせていた
だきます。

 各事業、各機能において、戦略に基づく施策が着実に実⾏されておりますので、徐々に成果を
上げ始めている取り組みについてご説明させていだきます。
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（スライド３）
 スライド３ページをご覧ください。

 こちらが第2四半期の実績です。
 決算数値の詳細は、財務担当の⽵内からご説明いたしますので、私からは上期実績のポイン
トのみご説明いたします。

 上期は想定以上に厳しい事業環境となり、前年同期⽐では減収減益となりました。
 しかし、現地通貨ベースでは医療事業が堅調に推移しており、為替の影響を除いた後では前
年並みの売上⾼を確保できております。

 効率的な⽀出の管理や、すべての業務や施策の優先順位について⾒直しを⾏う等の取り組
みの結果、営業利益以下の全利益項⽬で⾒通しを上回る結果となりました。
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（スライド４）
 スライド４ページをご覧ください。

 まず16CSP期間における中⻑期の環境認識には変わりはありません。
 現在、置かれた事業環境に柔軟に対応しつつ、16CSP経営⽬標の達成に向け、必要な投
資、戦略を確実に遂⾏してまいります。

 次に、今期の通期⾒通しの前提となる事業環境認識についてご説明いたします。
 世界経済は、中国を始めとするアジア新興国等の景気に減速傾向が続いているほか、イギリ
スのEU離脱の決定による影響から、先⾏きが不透明な状況が続いております。

 特に為替相場に関しては、ブレグジット以降英国ポンドが急落しており、またアジア通貨も円⾼
基調にあるなど不安定さが増しております。

 これを受けて、ポンド・⼈⺠元を中⼼に通期業績に対する為替影響を１Q時点よりも保守的
に⾒直しております。

 また、資源価格は依然として歴史的な低⽔準にあり、この影響を受ける、当社、科学事業の
置かれた環境は厳しさが継続するものと⾒込んでおります。

 しかし、⼀⽅で医療事業については、今ご説明しました為替の影響はあるものの、１Q時点か
ら事業環境認識に⼤きな変化はございません。

 では、こうした環境認識を踏まえた通期の⾒通しについてです。
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（スライド５）
 スライド５ページをご覧ください。

 ただいまの事業環境認識と第２四半期までの実績を踏まえ、通期⾒通しを修正しております。

 円⾼が急速に進んだ英国ポンドおよび中国元の為替を⾒直したことに加え、上期に営業損失と
なった科学事業の業績⾒通しを修正したことにより、⽇本円ベースでは減収減益⽅向に⾒直し
ております。

 連結の営業利益、経常利益についても修正しておりますが、当期純利益は前回⾒通しの570
億円を達成していきます。
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（スライド６）
 スライド６ページをご覧ください。

 ここからは、16CSP初年度の中で、徐々に成果を上げ始めている取り組みについてご紹介させ
ていだきます。

 事業戦略の中⼼となる「医療事業の成⻑」の重点戦略のうち、先ず内視鏡分野でポイントと
なる「新興国でのビジネス拡⼤」です。

 内視鏡分野では、先進国においては圧倒的なシェアを維持し、安定成⻑を⽬指していますが
、新興国市場はポテンシャルが⼤きく、成⻑のための重要なドライバーとして、ビジネスの拡⼤を
図っています。

 ご覧のグラフは、アジア・オセアニア地域の前年同期⽐の成⻑率です。2桁の伸びを⽰し、成⻑
を続けています。

 当社では内視鏡を販売するだけではなく、それを安全に使っていただくため、医療従事者の皆
様への教育をトレーニングセンターなどで実施しています。今年7⽉には、東南アジア地域で初
めてとなる内視鏡のトレーニングセンターをタイで本格稼働させました。

 このトレーニングセンターはタイだけでなく、ASEAN地域の医療従事者を対象としており、今後
ASEAN地域の戦略的な重要拠点として位置づけています。こうした活動を続け、新興国での
安定的な⾼成⻑を継続していきます。
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（スライド７）
 スライド７ページをご覧ください。

 次に「シングルユース・ビジネスの拡⼤」に向けての状況です。
 16CSPにおいて症例数ベースのビジネスの拡⼤を重要施策として掲げており、それに向けてシン
グルユース・ビジネスの強化を⽬指しています。

 シングルユース・ビジネスにおいては、外科エネルギー分野のサンダービートと消化器内視鏡分野
の処置具が代表製品になりますが、最⼤市場の北⽶で成⻑軌道に乗っています。

 サンダービートは、シングルユース・ビジネスの拡⼤に向けて重要となるラインアップ拡充を⽬指し、
発売以降、⽤途に合わせて⻑さや機能が異なるシザーズを次々と投⼊しております。

 この第2四半期の現地通貨ベースで前年同期⽐ 2桁成⻑となっています。

 また処置具でも製品ラインアップの強化を継続しています。
 特に重点を置いている北⽶では、2013年のセールスリソース強化の効果もあり、処置具分野で
は10四半期連続で前年同期⽐2桁成⻑するなど、シングルユース・ビジネスが順調に拡⼤して
おります。



（スライド８）
 スライド８ページをご覧ください。

 事業⾯以外の取り組みについても2点ご紹介いたします。
 まずは1点⽬は「経営資源の集中」の事例です。
 16CSPでは医療事業に経営資源を重点投⼊し、医療分野における世界トップレベルのプレ
ーヤーになることを⽬指しています。

 必要な経営資源を確保し、最⼤活⽤していくという観点に加え、⼈材サービス事業を⾏う
NOCのポテンシャルを最⼤化するため、外部へ株式を譲渡することを決断いたしました。

 今後も必要に応じて事業ポートフォリオの⾒直しを進め、拡⼤が期待できる事業領域へのシフ
トを進めてまいります。

 2点⽬は「コーポレート・ガバナンスの強化」です。
 中でも独⽴社外取締役が過半数を占める取締役会は、当社のガバナンス強化の象徴です。
 当社では2011年の不祥事発覚以降、ガバナンスの強化に取り組んでまいりました。
 こうした取り組みを投資家の皆様にもご理解いただけるよう、「取締役会評価」の開⽰や「社外
取締役による説明会」等、コミュニケーションを強化しております。

 今後もこうした株式市場と積極的に対話する機会を増やし、ガバナンスの強化に役⽴ててまい
ります。
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（スライド９）
 以上、16CSPの進捗について、事例を挙げてご説明させていただきました。

 短期的には厳しい事業環境となっておりますが、中⻑期の成⻑を実現するための戦略を着実
に実⾏し、16CSP経営⽬標達成に向けて全社⼀丸となって取り組んでまいります。

 私からの説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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（スライド10）

 財務担当の⽵内です。

 私からは2017年3⽉期第2四半期の決算数値の詳細および通期⾒通しについてご説明申
し上げます。
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（スライド11）

 まずは、第2四半期の連結業績と事業毎の概況です。
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（スライド12）
 スライドの12ページをご覧下さい。

 上期の連結実績です。

 売上⾼は前年同期⽐12%減の3,500億円、営業利益は31%減の344億円、経常利
益は34%減の288億円、当期純利益は38%減の222億円となりました。

 第1四半期に続き、第2四半期も円⾼基調が継続したことが、業績に⼤きく影響しておりま
す。

 ⼀⽅、中期計画の実現と通期⾒通しの達成に向けて投資すべきもの、抑えるものを⾒極め
費⽤をコントロールしたことで、営業利益は54億円改善しており、⾒通しを⼤きく上回る結
果となりました。

 営業利益率についても約10％となり、厳しい円⾼基調の中で、収益性を確保しています。

 事業別の概況について次のスライドから詳しくご説明します。
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（スライド13）
 スライドの13ページをご覧ください。

 医療事業です。
 第2四半期の累計実績は、売上⾼は前年同期⽐9％減の2,718億円、営業利益は17％

減の566億円、営業利益率は2ポイント減の21％となりました。

 円⾼の影響により、円ベースでは減収減益となりましたが、現地通貨ベースでは全分野で増収
を確保しております。

 営業利益についても、利益創出に向けたコスト管理を徹底したことにより、プラス成⻑を達成し
ています。

 内視鏡分野では、2桁増収を続けるアジア・オセアニア地域が成⻑に貢献し、現地通貨ベース
で+3%の増収となりました。

 外科分野は、3D/4Kのデファクトスタンダード化に向けた販促活動を鋭意進めております。また
、サンダービートなどのエネルギーデバイスも堅調に推移しており、この第2四半期でグローバルで
の販売本数が前年同期⽐で2割増を達成しています。

 処置具分野は、販売体制を強化してきた効果が継続していることに加え、製品ラインアップの
拡充等により最⼤市場の北⽶で2桁増収と好調に推移し、グローバルでも現地通貨ベースで
8％の増収となりました。
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（スライド14）
 スライドの14ページをご覧ください。

 科学事業です。
 第2四半期の累計売上⾼は前年同期⽐83億円減の402億円、営業損益は6億円の損

失となり、⼤変厳しい結果となりました。

 減収の主な要因は、先進国を中⼼とした研究予算の抑制や資源関連投資の低迷、円⾼の
影響など、外部環境の変化に加えて、⼀部製品の納品遅れや新製品の発売遅れなどが影
響しました。

 今後につきましても、厳しい事業環境は継続すると⾒ていますが、上期に発⽣した新製品の
発売遅れの影響は既に解消しており、下期以降も顧客群戦略を推し進めて参ります。



1515

（スライド15）
 スライドの15ページをご覧ください。

 映像事業です。
 第2四半期の累計売上⾼は前年同期⽐28％減の298億円、営業損益は14億円の損失

となりました。

 前年同期はOM-Dシリーズ、PENシリーズなどのミラーレスの販売が好調だった⼀⽅で、今年
度は新製品投⼊が下期以降に予定されていることが影響しています。

 なお、前年同期⽐では減収減益となりましたが、既存製品の価格維持によって想定に沿った
売上⾼を確保したことに加えて、利益率の改善も図ったことで、営業利益は前回⾒通しを上
回りました。
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（スライド16）
 スライドの16ページをご覧ください。

 バランスシートの状況です。
 総資産は継続的な財務体質の改善に加え、為替の影響により、前期末⽐で約1,000億円

減少の約9,000億円となりました。

 また、円⾼の影響により為替換算調整勘定が約440億円変動したことにより、純資産は約
3,550億円と前期末⽐で約290億円の減少となったものの、有利⼦負債等、負債を圧縮し
たことにより、⾃⼰資本⽐率は2016年3⽉末⽐で1ポイント改善し、39.2％となりました。



（スライド17）
 スライド17ページをご覧ください。

 こうした継続的な財務体質の改善が評価された結果、格付投資情報センター（R&I）による
当社発⾏体格付けが、不祥事以降で初めてシングルAマイナスまで回復しました。

 医療事業から⽣み出される安定的なキャッシュ・フローに加えて、有利⼦負債削減や⾃⼰資本
の充実など、継続的な財務体質改善への取り組みが実を結んだものと考えております。

 申し上げるまでもなく、これは成⻑投資に向けた資⾦調達の多様性の観点からも⼤きな前進と
なりました。
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（スライド18）
 スライドの18ページをご覧下さい。

 続いて、キャッシュフローの状況です。

 営業キャッシュフローは、医療事業を中⼼とした事業活動からの利益を中⼼に414億円となり
ました。

 投資キャッシュフローは、主⼒の医療事業や⼋王⼦市の開発拠点の設備投資などで327億
円のマイナスとなりました。

 以上により、フリーキャッシュフローは87億円のプラスとなります。



19

（スライド19）

 それでは、2017年3⽉期通期の業績⾒通しについてご説明いたします。
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（スライド20）
 スライドの20ページをご覧下さい。

 通期⾒通しについては、円⾼が急速に進んだ英国ポンドおよび中国元の影響等により、前回
⾒通し⽐で売上⾼を320億円修正。

 営業利益は、為替影響に加え、上期に営業損失となった科学事業の⾒通しを引き下げたこ
とを主要因に50億円修正しております。

 売上⾼は前回⾒通し⽐で4％減の7,430億円、営業利益は6％減の720億円、経常利
益は10％減の600億円となる⾒通しです。

 当期純利益については、⼦会社株式譲渡による特別利益の計上や繰延税⾦資産の加算
等による法⼈税の負担減少等により、前回⾒通しの570億円を据え置いております。

 上期と同様に、通期においても効率的な費⽤の⽀出やコスト管理を徹底することで、約
10%の営業利益率は確保できる⾒込みです。

 尚、今期の配当についてはご案内の通り、当期の中間配当は⾏わず、期末配当として1株
28円を予定しております。今後も引き続き財務基盤の強化と医療事業への成⻑投資を実
施したうえで、株主還元を⾏い、皆様のご期待に応えて参りたいと思います。
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（スライド21）
 スライドの21ページをご覧下さい。

 セグメント別の⾒通しです。

 医療事業は、為替の影響等により前年同期⽐では減収減益となる⾒込みですが、営業利益
は前回の⾒通しから、現地通貨ベースは変更はありません。

 科学事業は、厳しい事業環境と上期の実績を踏まえて、売上⾼、営業利益とも修正していま
す。

 映像事業については、ミラーレス普及モデルの販売価格維持や事業規模適正化に向けたコス
ト管理を徹底することにより、利益改善を図り、前回⾒通しとの対⽐で10億円の改善を⾒込
んでいます。



 16CSP初年度となる今期は円⾼の進⾏等、急激な外部環境変化により、厳しいスタートとな
りました。

 しかしながら、主⼒の医療事業については堅調に推移しており、また、医療ニーズの増⼤や症
例数の増加など、事業を取り巻く中⻑期の環境認識に変化はありません。引き続き経営陣⼀
丸となり、16CSPの最終年度である2021年3⽉期の経営⽬標達成に向け、取り組んでいく
考えです。

 私からの説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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